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 バクテリオファージはウイルスの感染機構やタンパク質の集合モデルとして研究されている。その中

でも Mu ファージは幅広い種類の腸内細菌に感染する特徴を持ち、この性質は宿主を認識し吸着する尾

繊維に由来する。Mu ファージの尾繊維は gpS と gpS’の 2 種類が存在し、それぞれの尾繊維は異なる

宿主特異性を持つと考えられている。またシャペロン gpU と gpU’はそれぞれの尾繊維 gpS と gpS’

の構造形成を補助すると考えられている。本研究では尾繊維の構造形成機構や宿主認識機構を解明する

ために、尾繊維の発現に対するシャペロンの必要性や尾繊維と宿主の結合を検証することを試みた。 

 尾繊維を可溶性で発現させるためにシャペロンとの共発現系を作製し、尾繊維とシャペロンの複合体

を精製した。精製した複合体は大腸菌リポ多糖(LPS)と非可逆的に結合することがビアコアによる結合過

程の解析から明らかとなった。この複合体の X 線結晶構造解析を行うことで gpS の C 末端ドメインに

gpU が結合している構造を決定した。すなわち、シャペロン gpU は尾繊維 gpS が宿主と結合すると考

えられている C 端側ドメインと相互作用することが分かり、尾繊維の可溶性での発現にはシャペロンが

C 端側ドメインで相互作用する必要があると考えられた。gpS の C 末端ドメインはβ－シートの三量体

からなるプリズム様構造とトリプルβ－へリックス構造の繰り返しで繊維状のシャフト構造が形成され

ており、またその先に gpU が結合する領域があった。 

シャペロン gpU が結合する尾繊維 gpS の C 端側の特徴を明らかにするために、尾繊維 C 端側の部分

欠損体を調製した。部分欠損体の発現をウェスタンブロットで確認することで、尾繊維 C 端側の構造形

成に対するシャペロンの必要性を検証した。その結果、gpS は C 端側欠損体であっても可溶性発現のた

めにシャペロンを必要とすること、シャペロンが C 端側ドメイン以外の構造形成にも関わる可能性が示

唆された。これらの結果は「繊維状の構造の形跡にシャペロンがどのように関わるのか」というシャペ

ロンの分子機構を解明するために gpS や gpU がよいモデルになることを示しており、本研究は今後ファ

ージの感染機構の解明に留まらず繊維状タンパク質の構造形成に関する広範な研究を行う予定である。
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